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　平成17年4月以降は、当座預金や利息のつかない普通預金は「決済用預金」とし
て全額保護され、定期預金や利息のつく普通預金などは、１金融機関につき預金者
一人当たり、元本１千万円までとその利息等が保護されます。

決済用預金はどのような預金ですか？

　決済用預金は「無利息、要求払い、決済サービスを提供で
きること」という３要件を満たすもので、例えば、当座預金
や利息のつかない普通預金が該当します。
　平成17年４月のペイオフ全面解禁後も、預金保険制度
により全額保護される預金です。

預金保護の対象となっている預金等にはどのようなもの
がありますか？

・当座預金・普通預金・別段預金・定期預金・通知預金・納税
準備預金
・貯蓄預金・定期積金・掛け金・元本補てん契約のある金銭
信託（ビッグ等の貸付信託を含む）・金融債（ワイド等の
保護預り専用商品に限る）・財形貯蓄決済用預金以外の
保護対象預金等（一般預金等といいます）は１金融機関
１人当たり、合算して1,000万円までとその利息等（定
期積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配
等を含みます）が保護されます。なお、1,000万円を超
える部分であっても破たんした金融機関の財産の状況
に応じて支払われます（一部カットされる場合があり
ます）

預金保護の対象となっていない預金等にはどのようなも
のがありますか？

　対照となっていない預金等は以下のとおりです。
・外貨預金・他人、架空名義預金・譲渡性預金・オフショア
預金・日本銀行からの預金（国庫金を除く）・金融機関か
らの預金（確定拠出年金の積立金の運用部分を除く）・預
金保険機構からの預金・無記名預金・導入預金・元本補て
ん契約のない金銭信託（ヒット等）・金融債（保護預かり
専用商品以外のもの） 
なお、保護されない預金等であっても破たんした金融機
関の財産の状況に応じて支払われます（１部カットされ
る場合があります）

保護される預金金額は、金融機関が合併したらどうなるの
ですか？

　平成15年４月以降に金融機関が合併等を行ったり、営
業（事業）のすべてを譲り受けた場合には、合併等の後１年
間に限って、保護される預金等金額の範囲を、「預金者１人
当たり1,000万円×合併等に関わった金融機関の数（例え
ば、２行合併の場合は、1,000万円×２＝2,000万円）まで
とその利息」とする特例が設けられています。（仮に過去１
年間に何度も合併等を行っている場合には、最後の合併等
に関わった金融機関の数でこの特例の計算をします。

預金保険制度
とは？
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　調査対象の50業界のＤＩ値は、製造業においては、「業界の景況」「売上高」
はやや回復、「収益状況」はやや悪化、非製造業においては、三指標ともやや回
復し、全体としても三指標ともやや回復した。４月に入り、これまでのコスト
アップ分が価格改定に盛り込まれるという好材料のあった企業が一方、多く
の企業においては、原油価格の高騰などの影響が原材料や資材の調達コスト
を押し上げており、経営が一段と厳しくなっている。観光・宿泊関連産業にお
いては、他県開催のイベント及び対日感情の悪化による外国人観光客の減少
などの影響が見られ、低価格化への対応などますますの企業努力が必要。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成17年 ４月分）
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都
留
市
は
、戦
前
か
ら
機
械
金
属
工
業
業
者
が
集
積
し
て
お
り
、戦
後
は
経
済
成
長
と

と
も
に
、そ
の
企
業
数
を
増
加
さ
せ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、二
次
、三
次
下
請
企
業
の
た

め
、経
済
変
動
の
波
の
影
響
を
直
接
受
け
る
こ
と
か
ら
、近
代
化
・
合
理
化
を
図
る
た
め

昭
和
四
七
年
、組
合
員
二
三
社
で
協
同
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
以
来
、金
融
事
業
、共
同
購
買
事
業
及
び
労
働
保
険
等
の
事
務
代
行
事
業
を
中
心
に
、

事
業
を
実
施
し
、組
合
員
の
経
営
に
資
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
数
年
、需
要
の
停
滞
に
よ
り
事
業
を
休
止
し
て
い
ま
す
。保
険
の
事
務
代
行
は
、

必
要
不
可
欠
の
事
業
で
あ
り
現
在
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

業
界
の
現
状
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つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。
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組
合
員
は
受
注
生
産
の
工
場
が
多
く
、発
注
側
の
親
会
社
が
横
ば
い
傾
向
で
あ
る
た

め
、横
ば
い
を
維
持
し
て
い
ま
す
。最
近
、自
動
車
部
品
、工
作
機
械
に
つ
い
て
は
少
し
で

あ
る
が
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。組
合
員
全
体
で
は
な
い
が
、横
ば
い
と
い
っ
て
い
る
組
合

員
は
、従
業
員
一
〇
人
以
下
の
工
場
で
受
注
量
が
少
な
い
と
か
、受
注
量
が
多
く
忙
し
い

と
か
、常
に
情
報
を
交
換
し
て
組
合
員
同
士
で
条
件
に
合
っ
た
仕
事
の
譲
り
合
い
を
し

て
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
ま
す
が
、組
合
員
の
一
部
は
、特
殊
な
分
野
で
単
独
で
し
か

仕
事
が
出
来
な
い
の
で
、受
注
量
が
少
な
い
と
厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　
原
油
の
高
騰
に
つ
い
て
の
影
響
に
つ
い
て
は
、全
体
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、長
期
化
す
る
と
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は

組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
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都
留
市
の
情
報
未
来
館︵
Ｉ
Ｔ
関
連
施
設
︶が
平
成
一
二
年
八
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
と

同
時
に
、当
組
合
で
も
地
元
の
工
業
高
校
の
協
力
を
得
て
、パ
ソ
コ
ン
研
修
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
や
は
り
、企
業
の
競
争
力
を
高
め
る
に
は
、急
速
に
進
展
す
る
情
報
技
術︵
Ｉ
Ｔ
︶を
効

果
的
に
活
用
し
て
取
引
先
を
巻
き
込
ん
だ
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
や
組
織
改
革
、保
有

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
新
事
業
開
発
等
を
迅
速
に
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
今
年
は
組
合
研
修
で
Ｉ
Ｔ
関
連
の
勉
強

会
を
強
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

趣
味
は

趣
味
は

？？
はは

学
生
時
代
に
は
、相
撲
部
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
を
し
て

い
ま
す
。

　
健
康
管
理
の
た
め
、
適
度
な
運
動
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
／
洋
菓
子
関
連
は
、

輸
出
用
ク
ッ
キ
ー
が
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、国
内
需
要
が
低
調
の
た
め
、

前
年
比
横
ば
い
。
石
油
価
格
の
上

昇
に
伴
い
、袋
、包
装
紙
等
の
資
材

の
値
上
げ
、
原
材
料
の
砂
糖
の
値

上
げ
、
ガ
ス
等
の
燃
料
の
値
上
げ

の
コ
ス
ト
増
が
経
営
を
圧
迫
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
春
物
が
一
段

落
し
、
小
売
全
般
の
動
き
が
鈍
い

た
め
、産
地
が
苦
戦
。加
え
て
商
品

企
画
力
に
よ
る
受
注
の
格
差
が
益
々

増
大
。
秋
冬
用
マ
フ
ラ
ー
の
受
注

が
特
に
厳
し
い
状
況
。

●
紙
・
紙
加
工
品
／
重
油
価
格
の

急
激
な
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
出
荷
量
は
、
民
間
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
が
順
調
に
推
移
し
、
前

年
比
増
。砂
利
採
取
は
、特
定
砂
利

採
取
の
認
可
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、

原
石
確
保
が
困
難
と
な
り
、
プ
ラ

ン
ト
の
フ
ル
操
業
が
で
き
な
い
状

況
で
あ
り
、
企
業
間
格
差
も
見
ら

れ
る
。
土
木
工
事
の
発
注
状
況
か

ら
、
六
月
以
降
は
悲
観
的
に
見
て

い
な
い
。

●
鉄
鋼
機
械
金
属
／
三
月
の
繁
忙

の
影
響
の
た
め
か
、
四
月
は
あ
ま

り
良
く
な
い
が
、価
格
改
定
に
よ
り
、

こ
こ
二
、三
年
の
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
分
が

認
め
ら
れ
た
の
が

好
材
料
。一
部
組
合

員
の
売
上
高
が
前

月
比
微
減
で
あ
り
、

全
体
的
に
弱
含
み
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
水
産
物
は
、
市
場
へ

の
商
品
の
延
着
や
鮮
魚
の
品
薄
に

よ
る
価
格
上
昇
に
よ
り
、
小
売
店

が
仕
入
難
に
陥
っ
て
い
る
。
食
肉

業
界
は
、
牛
肉
価
格
の
高
値
安
定

と
石
油
製
品
の
値
上
げ
に
伴
う
包

装
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、
収
益
状

況
が
悪
化
。家
電
業
界
は
、液
晶
テ

レ
ビ
が
売
上
に
貢
献
し
た
が
、
価

格
競
争
に
よ
り
、収
益
が
悪
化
。白

物
家
電
で
は
エ
ア
コ
ン
が
好
調
に

推
移
、一
体
型
洗
濯
乾
燥
機
、冷
蔵

庫
等
の
高
付
加
価
値
製
品
が
市
場

を
押
し
上
げ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
は
、
四
月
当
初
の
原
油
価
格

の
値
上
げ
︵
五
円
／
Ｌ
︶に
伴
う
末

端
価
格
へ
の
転
嫁
が
十
分
に
行
え

ず
、
さ
ら
に
五
月
も
原
油
調
達
コ

ス
ト
の
増
加
に
よ
り
、
三
円
程
度

の
値
上
げ
が
必
要
で
あ
り
、
ま
す

ま
す
経
営
を
圧
迫
。

●
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ
テ
ル
・
旅
館
は
、

愛
知
万
博
・
名
古
屋
空
港
の
開
港

の
影
響
で
利
用
客
が
減
少
。

ま
た
、中
国
の﹁
反
日
デ
モ
﹂

の
影
響
、﹁
竹
島
問
題
﹂
の

影
響
に
よ
り
外
国
人
利

用
客
が
減
少
。加
え
て
、客

単
価
が
減
少
し
、
収
益
が

悪
化
。

●
建
設
業
／
型
枠
工
事
は
、

秋
頃
ま
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
物

件
が
続
く
が
、
工
事
単
価

が
年
々
減
少
し
て
お
り
、

採
算
割
れ
を
す
る
物
件

も
あ
り
、経
営
を
圧
迫
。鉄

鋼
工
事
は
、
鋼
材
価
格
の

上
昇
が
経
営
を
圧
迫
。
比

較
的
規
模
の
大
き
い
企

業
は
、
秋
口
ま
で
受
注
が

あ
る
が
、県
外
物
件︵
首
都

圏
︶が
大
部
分
。

●
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー

業
界
は
、
前
月
同
様
異
動

の
時
期
で
あ
り
、微
増
。

●金融庁・預金保険機構

詳細につきましては金融機関窓口にお問い合わせ下さい。

預金等保護の姿

）ＮＣ旋盤（工作機械）


